
専門科目履修モデル１「文学コースで古典文学を研究する」 

学年 １年次 単位 ２年次 単位 ３年次 単位 ４年次 単位 取得単位 卒業必要単位数 

必修科目 大学での国語力 ２ 日本文芸史ⅠＡ・Ｂ ４   卒業論文 ８ ３０単位 ３０単位 

日本文芸学概論Ａ・Ｂ ４ 文学概論Ａ・Ｂ ４     

日本言語学概論Ａ・Ｂ ４ 日本文芸史ⅡＡ・Ｂ ４     

選択必修科目 ゼミ   ゼミナールＡ・Ｂ ４ ゼミナールＡ・Ｂ ４   ８単位 ８単位 合計

３８

単位

以上 

特講 （１）上代Ａ・Ｂ ４ （４）近世Ａ・Ｂ ４ （１０）演劇Ａ・Ｂ ４   ２４単位 ２０単位

以上３６

単位以下 

（２）中古Ａ ２ （７）漢文Ａ ２ （５）近代Ｃ ２   

（３）中世Ｂ ２ （２）中古Ｂ ２ （１６）特域Ｂ ２   

選択科目 ゼミナール入門 ２ 古文・漢文の基礎 ２ 中国文芸史Ａ・Ｂ ４ 美術史（日本）Ａ ２ １４単位  

  くずし字入門 ２ 書誌学 ２   

コメント  クラス別に開かれる「大学での国語

力」と「ゼミナール入門」は、調査力

やプレゼン力を鍛えるために不可欠

の授業です。「日本文芸学概論Ａ・Ｂ」

と「日本言語学概論Ａ・Ｂ」は、３年

次までに履修しないと４年次に進級

できない、基礎的・包括的な科目です。

ゼミ選抜のためにも、１年次のうちに

履修しましょう。 

以上を履修したうえで、選択必修科

目の「特講」は、８単位まで履修でき

ます。Ｗｅｂシラバスをよく読んで、

上代・中古・中世・近世の中から、バ

ランスよく履修しましょう。 

 ２年次からは、選択必修科目のゼミ

ナールが始まります。１年次の秋に行

われるゼミ選抜によって所属ゼミが

決まり、それによって所属コースが決

定されます。文学コースに所属する

と、「日本文芸史ⅠＡ・Ｂ」と「文学

概論」と「日本文芸史ⅡＡ・Ｂ」が、

必修科目となります。文学を通史的・

俯瞰的に学ぶ授業です。履修しないと

卒業できない科目です。 

選択必修科目の「特講」は、上代・

中古・中世・近世・漢文・近代・現代

などの中から、バランスよく履修しま

しょう。 

順調に履修できていれば、３年次に

は、ゼミナールでの学習も２年目とな

り、卒業論文で取り上げたいテーマが

徐々に固まって来る時期でしょう。３

年次には、様々な時代・様々なジャン

ルを学んでおきたいものです。古典文

学で卒業論文を書くとき、現代の文学

理論や他ジャンルの研究方法も、役に

立つでしょう。 

選択必修科目の「特講」の中には、

詩歌・沖縄文芸・演劇・国際日本学・

特域など、ジャンルをまたぐ授業が用

意されています。３年次は、視野を広

げる時期と考えましょう。 

３年次末の時点で、ゼミナールの単

位が０の場合は、４年次に進級するこ

とはできません。 

４年次には、卒業論文に取り組みま

す。卒論は、これまで培った調査力・

思考力・表現力などを結集する、学業

の集大成です。卒論の作成によって、

８単位を取得することになります。 

４年次までに、卒業に必要な単位を

満たしていれば、４年次には、学びた

い科目を比較的自由に履修できます。

日本文学科以外の専門科目や自由科

目も履修できます。大学生活最後の１

年を有効に活用してください。 

日本文学科の専門科目では、

上記の必修科目と選択必修科目

と選択科目以外に、自由科目を

８単位以上履修する必要があり

ます。そのとき注意すべきなの

は、総単位数です。必修科目や

選択必修科目等の必要単位数を

満たしていても、総単位数で卒

業必要単位数を満たしていない

ということがないように、注意

しましょう。 

 


